神に近づく
パート2
ヤコブの手紙 4:8-10
次の週末は、私たちが教会として断食をしながら24時間、祈りのうちに神の御前に出る、祈りと断食の時間です。さまざまな人々が特定の時間に祈るために申し込み、24時間のすべての30分間の時間枠がカバーされるようにしています。全員が祈りの課題リストのコピーを持ちます。
24時間の断食期間に関して、何をすべきか、また何をしてはいけないかについて指示を与えました。断食が終わった後、持ち寄りの食事と分かち合い、礼拝の時間をもって断食を終えるため、ここ、この建物に集まります（土曜日午後6時）。その準備として、先週「神に近づきなさい」と題した、ヤコブ4章8～10節に基づく教えをしました。
このレッスンでは、断食の訓練についてのいくつかの重要な考えを復習しました。
1. 定義
断食とは、食物に限らず、何かを自発的に用いないことであると述べました。したがって、ダイエットや飢餓は断食ではありません。また、より良いものを得るために、一定期間、食物やその他の喜ばしいものを控えることでもあります。結局のところ、断食とは、より良い方法で神に近づき、神を知り、神を体験する助けとなる訓練です。
2. 断食は今日のためのものですか？
断食はユダの手紙ヤ人が行っていた文化的な習慣であって、今日の私たちのためのものではないと考える人もいます。旧約聖書の預言者たちや指導者たち、そしてユダの手紙ヤ人自身が定期的に断食していたことを見ました。それは彼らの宗教の一部でした―エズラ8:21。しかし、新約聖書を見ると、イエスも断食されたこと（マタイ4:1-11）、そして弟子たちにどのように断食するかを教えられたことにも注目しました。（マタイ6:16-18）。
使徒の働き（13:14; 14: 21-23）にも、使徒の働きたち自身が断食し、教会のユダの手紙ヤ人および異邦人の信徒たちに断食について教えたことが記されています。また、教会の信徒たちが重要な決断や困難に直面したとき、断食して祈っていることも分かります。すなわち、
· パウロとバルナバを宣教旅行に送り出すこと ― 使徒の働き13章
· 教会のために長老たちを選任すること。― 使徒の働き14:21-23
· 通常のクリスチャンの活動。
3. 結論
ですから、私たちの結論は、断食は今日、私たちが実践でき、また実践すべき霊的訓練であるということでした。イエス、使徒の働きたち、初代教会の指導者たち、そして聖書に登場するクリスチャンたちがそれを行ったのなら、私たちにもできます！また、この行為は神に喜ばれるものであると確信しています。なぜなら、断食を通して私たちは神の御前にへりくだるからです。そして聖書には、「主の御前でへりくだりなさい。そうすれば、主があなたがたを高くしてくださいます」とあります。ヤコブ 4:10
最後に、会衆として私たちの前には多くの課題があり、祈りの中で神の前にささげる個々の願いも多くあります。祈りと断食は、これらを神の前に提示する最善の方法です。
断食とは何ですか？
今週のレッスンでは、断食についての基本的な考えを広げ、断食は食べ物だけに関するものではないことを理解したいと思います。断食中、私たちは何を経験すべきでしょうか。
1. 痛み／不快感 - 詩篇 69:10
もちろん、より良い人になるための努力が私たちの自己否定に伴わなければ、この苦痛は何の役にも立ちません。私は、新しく、より良い自己を築こうとして、古い自己を否定します。
2. 罪に対する悲しみ ― ヨエル書 1:14
個人的および共同の断食には、罪深さの認識と告白を含めるべきです。断食と祈りの期間は、私たちが自分の過ちや罪に目を向け、それらについて神と率直かつ正直に語り合う助けとなります。それによって、神は私たちを赦し、癒やすことがおできになります。
3. 謙遜の行為 - 詩篇 35:13
以前にも触れましたが、断食とは、意識的に自分を否定する身体的な行為であり、その結果として不快感を伴うものであり、神への信仰をもって行うものだという考えを強調する必要があります。これが謙遜です。神の前で自分を低くすることです。
4. 神の御心を見分ける - エズラ記 8:21
断食は苦しむことではありません――それは伴う症状です。断食とは、神の御心が何であるかをより明確に見るために、私たち自身をより大きく開くことです。
5. 自己吟味 ― ダニエル書 9:2-4；ヨナ書 3:5-9
預言者たちは、自分たちの動機、良心、そして心を吟味する前に断食しました。この自己吟味は、罪や弱さのためだけではなく、むしろ神の目的を探求し、私たちの人生に対する神の御心を明確にするためのものです。
6. 意思決定 - エステル記 4:16；使徒の働き 13:1-3
断食は、私たちが下す必要のある重要な選択に際して、心を落ち着かせる助けとなります。特に新約聖書では、教会の指導者たちは重大な決断に直面したとき、断食して祈りました。
7. 霊的および肉体的なリバイバル ― 歴代誌第二 20:3
旧約聖書には、断食と祈りの期間を経た後、忠実な者たちが大きな肉体的および霊的な戦いに勝利した物語が満ちています。断食は、肉的な思いと身体に打ち勝つために、霊が霊的な実を生み出すのを助けます。
ですから、断食は単に空腹の苦痛に耐え、終わりまでやり遂げて、再び食べ物を口にできるようにすることではありません。それは、罪に対する神にかなった悲しみを経験し、神のみこころを知り、行うために、心と霊と体を研ぎ澄ますことです。しかし何よりも、断食は、神の前で私たちが本来取るべき謙遜の姿勢（頑固さや高ぶりではなく）を取る助けとなる道具です。これらは、24時間の断食を行う際に、あなたが目指すべき経験の一部です。
「祈り」の部分
さて、この霊的な訓練は私たちを正しい心構えに整える助けとなるため、断食について多く語ってきました。しかし、この訓練の「積極的な」部分は祈りです。断食は、効果的な祈りのために私たちを備えます。
先週お渡しした配布資料の中で、30分以上の祈りの時間にできることをいくつか挙げました。
· 自分自身、家族、そして他の人々のために祈りなさい。メンバーリストに目を通し、教会のために祈りなさい。
· 世界の出来事や人々のために祈る。
· 祈りのリストにある項目のために祈る
· 祈り、歌、詩篇によって神に賛美をささげる。 聖書またはその他の黙想のための資料を読む（詩篇―信心文学）
· 神の御言葉、またはその他の真理と美について黙想する時間を取る。
· 十戒（出エジプト記 20章）や御霊の実／肉の行い（ガラテヤ 5章）を復習する
· 祈りの日記に、自分の考え、罪、告白、賛美、神への質問を書く。
その他の霊的な活動。
あなたの「祈り」の時間は、神の御前で会衆を代表する時間です。さて、時には私たちの祈りが効果的でなかったり、答えられなかったりしますが、これには私たちが心に留めるべき理由があります。
1. 時には、神の答えは「いいえ」です。
ですから、私たちの祈りは、主の御心が何であるかを尋ね、私たちの祈りの何が間違っているのかを見分けようとするものであるべきです。
2. 時には、私たちの祈りが神の御心に反していることがあります。 悪魔が救われること。黙示録20:10（永遠に滅ぼされる）ギャンブラーが勝つこと（6/49）
3. もしかすると、私たちの祈りのタイミングが悪いのかもしれません。 良いことですが、今ではありません。あるいは、もう遅すぎます（死の床での回心）
4. 信仰によらない祈りは無駄です。 「祈ってみてもよい、失うものは何もない」――これは祈りではなく、賭け事です。私たちが神の御心と時に従って信仰をもって祈るとき、神の御心を見たり、見分けたりするためのいくつかの方法があります。ジョージ・ミュラーによる神の御心を見分ける方法
· まず、自分の意志を捨て、その事柄における主の御心を求めなさい。
· 結果を漠然とした感情に委ねてはなりません。神に具体的な結果を求めなさい。信仰は実際の答えを求め、神がそれらを与えることがおできになると確信します。
· 常に神の御言葉に従って、神の御心を求めなさい。確認の仕方：6/49に当選した場合――祈りに対する神の答えではありません。
· 神は人々を通してだけでなく、出来事や物事を通しても働かれます。祈りの中で神の御心を求めるとき、摂理による状況を考慮しなさい。
· あなたが理解できるように、物事をできる限り明確にしてくださるよう神に求めなさい。あなたは主の御心を行い、間違いを犯したくないのです。
· 祈り、黙想し、主の明確な御心を求めた後、その結果に基づいて、可能な限り最善の決定をしなさい。
結局のところ、あなたには自由意志があり、神は常に私たちが実際に決断を下す余地を残しておられます。そうでなければ、神は栄光をお受けになりません。
ですから、来週末のあなたの祈りの時間は、空腹感だけでなく、あらゆる種類の経験や発見、そして個人的な霊的成長で満たされるべきです。覚えておいてください。「私たちの胃は素晴らしいしもべですが、ひどい主人です」。A.G. Lemmons - 断食は今日のためのものですか？）
要約
これは私たちにとって初めての祈りと断食の週末となりますが、願わくは最後のものとならないように。（目的は、伝統を始めることではなく、どのように行うかを教えることです！）
これが私たち一人ひとりとして、またキリストのからだとして、霊的に成長する助けとなることを祈ります。皆さんが参加してくださり、来週の土曜日には持ち寄りの食事会と祝会のためにここに来てくださることを願っています。皆さんの経験についての話を聞くのを楽しみにしています。
